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作業名    令和７年度 

収穫調査委託（大湯地区） 
 

 

 

 

作業場所       秋田県鹿角市十和田大湯 

                 字大湯外 16国有林 3040林班る 2小班外 

 

 

 

 

 

 

 

 

米代東部森林管理署 

 

 

 



 

事業実行における説明事項 

 

 １．調査数量等 

   調査箇所及び調査数量等については、別紙１「収穫調査委託箇所の概要」による。 

 

 ２．支給材料及び貸与品について 

   調査に必要な材料については、当署において支給するので、仕様書等に基づき適正  

な管理に努めること。 

   なお、材料（貸与品）及び数量は別紙２によるが、事情やむをえない場合のみ追加

を認める。 

   

 ３．国有林地理情報システムの借受けについて 

   契約締結後は、申請により国有林地理情報システムの地図データ（シェープファイ  

ル）、衛星画像の借受けが可能です。 

   地図情報等の借受け後は責任を持って適正に管理すること。 

 

 ４．国有林野情報管理システムの使用について 

   収穫調査復命書情報の入出力は、受託者が保有するパソコンから行うが、入出力に

当たり国有林野情報管理システム利用申請が必要なことから、利用申請書を提出する

こと。なお、調査報告書作成に係る作業場所及び作業に当たり必要となる設備、備品

及び消耗品等については受託者の責任において用意すること。 

 

 ５．調査箇所の境界について 

   収穫調査箇所と隣接する小班等の境界に疑義が生じた場合は、すみやかに監督員の  

指示を仰ぐこと。 

 

 ６．林況調査について 

   収穫調査箇所は、林内を十分踏査して林分状況に即した標準地を設定し、必要に応  

じて適切に林相区画（除外地の設定）を行い、より精度の高い調査を行うこと。 

 

７．復命書の提出について 

成果品（収穫調査復命書）は、契約期間内に提出すること。 

 

８．収穫調査委託業務における渓畔周辺の取扱いについて 

渓畔周辺の取扱いについては、別紙３のとおり。 

 

 

 

 

 

 



別紙１

番号 林名区分 国有林名等 林小班 施業群 人天別 林齢 代表樹種
林地
傾斜

下層
植生

伐採方法

伐
採
率

(％)

調査方法
調査区域
面　　積

(ha)

伐 採 帯
面　　積

(ha)

立木調査
面　　積

(ha)

調査材積
(㎥)

区域標示
距　　離

(㎞)

通勤
距離
(㎞)

歩行
時間
(分)

押印の
要　否

搬出関
係調査
の要否

更新関
係調査
の要否

蓄　積
把握の
要　否

実　測
作業の
要　否

ｺﾝﾊﾟｽ
実測距離

(㎞)

GNSS
計測距離

(㎞)

品質区分
(地上型3D
ﾚｰｻﾞ計測)

調査区分
(地上型3D
ﾚｰｻﾞ計測)

法令関係 その他
標準地
設　定
箇所数

林道通行状況 立製別

1 分収育林 大湯外16 3040る2 設定外(分収林等) 人工林 59 スギ 中 中 皆伐 100 直径毎木 8.02 8.02 8,498 1.50 40 16 要 要 否 否 否 分収育 荒川林道通行可（3041に林小班まで） 立木販売
2 分収育林 大湯外16 3040る3 設定外(分収林等) 人工林 59 スギ 中 中 皆伐 100 直径毎木 2.82 2.82 2,181 0.96 40 14 要 要 否 否 否 分収育 荒川林道通行可（3041に林小班まで） 立木販売
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収穫調査委託箇所の概要



別紙２

品名 品質・規格 数量 単位 引渡場所

黄色：周測 200 枚 米代東部森林管理署

白色：標準地 0 枚 米代東部森林管理署

立木調査野帳 1 冊 米代東部森林管理署

毎木調査野帳 1 冊 米代東部森林管理署

測量野帳 1 冊 米代東部森林管理署

10 袋 米代東部森林管理署

　　　支給材料及び貸与品

収穫調査委託（大湯地区）

番号札

野帳

復命書資料袋



別紙３ 

収穫調査業務委託における渓畔周辺の取扱に関する特記仕様書 

 

（区域の設定について） 

・渓畔周辺区域が含まれると説明された収穫調査箇所においては、区域の範囲等について監督員

と打合せのうえ決定するものとする。なお、復命書に添付する施業実施計画図及び実測位置図に

は、沢に青色を付して凡例に渓畔である旨記載するものとする。 

 

 

（主伐の調査について） 

・皆伐・複層伐の調査については、渓畔周辺区域を保護樹帯として設定・区分し、必要に応じて

間伐するものとする。なお、分収林等において契約どおり実行する場合は従来どおり区域全域の

調査を行うものとする。 

 

・択伐の調査については、渓畔周辺区域も含めて調査を行うものとする。なお、調査にあたって

は本来成立すべき植生の維持・形成に配慮した選木とする。また、必要に応じて伐採を見合わせ

た区域を除外地として設定するものとする。 

 

 

（間伐の調査について） 

・毎木調査法による定性間伐の調査については、渓畔周辺区域も含めて調査を行うものとする。

なお、調査にあたっては本来生育すべき樹種以外を選木するものとする。また、必要に応じて伐

採を見合わせた区域を除外地として設定するものとする。 

 

・毎木調査法による列状間伐の調査については、渓畔周辺区域も含めて調査を行うものとする。

なお、必要に応じて伐採を見合わせた区域を除外地として設定するものとする。 

 

・標準地調査法による定性間伐・列状間伐の調査については、調査は従来どおり行うものとする

が、標準地の設定箇所は渓畔周辺区域外とする。 また、必要に応じて伐採を見合わせた区域を除

外地として設定するものとする。 

 

 

（搬出計画図の作成について） 

・搬出計画図（搬出系統図）の作成にあたっては、できるだけ水際に近い位置での森林作業道作

設を想定しないよう留意するものとする。 

 



 

作業名  収穫調査委託（大湯地区） 

 

 

現場説明に対する質問回答書 

現場説明に対する質問事項 質問事項に対する回答 
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